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1.目的
現代の情報環境に関する人々の意識がどれほどのもの
なのかを測るのが目的です。

　（1）明治大学の学生の意識の変化を継続的に追う。
　（2）社会人の意識の変化を継続的に追う。
　（3）両者の比較により、学生とそれを取り巻く社会の関係
を探る。
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2.本年度アンケートのベース
先輩のアンケートをベースとして採用した
　・オリジナルを作成した人=五條亜由美さん
　・五條亜由美さんは2006年度に飯箸先生の「情報システム論」と「情
報デザイン論」を受講した優秀な学生だった。

　・2007年度、和田研究室で卒論を行った。その卒論のために作成、
使用したアンケートをベースとして使用させていただいた。

　　指導教官とご本人の許可を得ている。

　・内容は実演の際に見てください。
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3. アンケートの内容
・年齢

・インターネットの利用年数

・どのようなwebサイトを利用するのか

・その利用頻度

・個人情報を公開する際の公開範囲

・その判断基準となるもの

といってものを項目としました。
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4.WEB上でのアンケートの実施
WEB上でのアンケートの実施。（主にmixi等を活用）

ミクシィのコミュニティ「明治大学情コミ学部」
http://mixi.jp/view_community.pl?id=158088

「大学生の情報の取り扱い方についてアンケート」の呼びかけ
http://mixi.jp/view_bbs.pl?id=37811993&comm_id=158088

「大学生の情報の取り扱い方についてアンケート」 　
http://creatorof.dip.jp/form/formDetail/1450/ 　
「大学生の情報の取り扱い方についてアンケート」サイト集計結果

　　http://creatorof.dip.jp/form/formResult/1450/

http://mixi.jp/view_community.pl?id=158088
http://mixi.jp/view_bbs.pl?id=37811993&comm_id=158088
http://creatorof.dip.jp/form/formDetail/1450/
http://creatorof.dip.jp/form/formDetail/1450/
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5.ミクシィの「明治大学情コミ学部」コミュニティ
http://mixi.jp/view_community.pl?id=158088

http://mixi.jp/view_community.pl?id=158088
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6. 「大学生の情報の取り扱い方アンケート」
　　の呼びかけ

http://mixi.jp/view_bbs.pl?id=37811993&comm_id=158088

http://mixi.jp/view_bbs.pl?id=37811993&comm_id=158088


-8-

7.チュートリアル: ご一緒に
アンケートフォーム 「大学生の情報の取り扱い方に関するアンケート」

　　 http://creatorof.dip.jp/form/formDetail/1450
「大学生の情報の取り扱い方に関するアンケート」サイト集計結果

　　 http://creatorof.dip.jp/form/formResult/1450/

http://creatorof.dip.jp/form/formDetail/1450
http://creatorof.dip.jp/form/formResult/1450/
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8.活動を通じてわかったこと
(1)アンケートフォームの作成サイト。
　・フォームの作成サイトによって質問項目数の制限、質問形式などに違いが
ある。

　・携帯電話からのアクセスを拒否するフォームもあった。携帯電話抜きでは
インターネットから収集した情報が意識調査を広く実施したとは言えない。

(2)誘導方法についての問題。
　・このようなアンケートに興味を持つ人は稀であって、たいていの人は目に
留めることもなく素通りしてしまう。

　・これらのサイトでは他人を誘導して協力していただける力が備わっていな
い。

　・また、オッコセイのホームページから誘導するようにしたい。
(3)アンケートサイトの方向性
　・フォームが自由に変更できる自前のサイトがほしい。
　・アンケート協力者にインセンティブが必要である。
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9.後輩へ引継ぎたい課題
既存のアンケート作成サイトのでは限界があるので、もっ
と有用性の高い自前のアンケートサイトの制作を頼みた
い。

「アンケートに協力しよう」と、動機付けとなるようなインセ
ンティブグッズの無料提供を企業に依頼する活動を期待
したい。



終わり


